入門許可申請書の裏面に記載
誓約事項

１　　指定された門から入門すること
２　　入門に際しては必ず警衛所受付に立ち寄り、係員の指示を受け、これに従うこと。
[bookmark: _GoBack]３　　係員から工事腕章を受け取ったならば、その場で右腕につけ、出門するまでつけておくこと。
４　　警衛所、工事現場への往復は寄り道をせず直行し、途中は交通法規、交通道徳を守ること。
５　　許可された行動区域（作業現場、作業関係場所、売店及びその往復路）外に出ないこと。
６　　工事現場、工事事務所等はもちろん基地内においては基地司令の許可なくして火気（電熱器類を含む。）を使用しないこと。
７　　火気の使用に当たっては、周囲及び使用火気の状況、性状に応じ消火器具等を備え、次の各号を考慮し安全な状態において使用すること。
1. 引火及び飛散に注意すること。
1. 使用中監視を怠らないこと。
1. 危険物及び爆発物を燃やさないこと。
1. 使用後は必ず確実に消火し、安全を確認すること。
８　　喫煙は「すいがら入れ」のある場所で行い、歩行中及び建物の周辺、枯れ草その他可燃物の近くで喫煙しないこと。
９　　基地内でもめ事を起こさないこと。
１０　無断で残業をしないこと。残業をする場合は必ず次の手続きをすること。
　　　１８００以降基地内にいる場合、責任者は当日１５００（休日の場合は直前の平日１０００）までに残業届４部を施設班長に提出すること。
１１　基地内施設等は許可なく撮影しないこと。
１２　施設資材その他私物以外の物品を基地外に持出すときは、施設隊長の許可を受け、物品持出許可証を係員に提示し、点検を受けること。
１３　工事に使用する車両は、出入門の都度係員の点検を受けること。
１４　作業終了後は速やかに出門すること。
１５　出門は入門した門からとし、出門の際工事人腕章を係員に返納すること。
１６　工事に使用する車両を基地内に残置する場合は、車種、車番、外来者基地内運行証許可番号を通知すること。
１７　その他警備隊員等の指示に従うこと。
１８　特記事項

